
現行（令和6年） 改訂版（令和7年） 改定理由

　この土木工事施工管理基準(以下、「管理基準」とする。)は、「土木工事共通仕
様書(案) 〔R6.7〕、第１編1-1-24施工管理」に規定する土木工事の施工管理及び規
格値の基準を定めたものである。

　この土木工事施工管理基準(以下、「管理基準」とする。)は、「土木工事共通仕
様書(案) 〔R7.7〕 、第１編1-1-26施工管理」に規定する土木工事の施工管理及び
規格値の基準を定めたものである。

共仕の年度と項番

土木工事施工管理基準 土木工事施工管理基準
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改定理由

１　出来形管理基準及び規格値　目　次 １　出来形管理基準及び規格値　目　次

条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準
第３編　土木工事共通編 第３編　土木工事共通編

第2章　一般施工 第2章　一般施工

第6節　一般舗装工 3-2-6-9 8 排水性舗装工
加熱アスファルト安定処
理工（面管理の場合）

Ⅰ － 59 第6節　一般舗装工 3-2-6-9 8 排水性舗装工
加熱アスファルト安定処
理工（面管理の場合）

Ⅰ － 60 ページ番号

9 排水性舗装工 基層工 Ⅰ － 60 9 排水性舗装工 基層工 Ⅰ － 61 ページ番号

第7節　地盤改良工 3-2-7-9 2 固結工

スラリー撹拌工
「３次元計測技術を用い
た出来形管理要領（案）
第８編 固結工（スラ
リー撹拌工）編」による
管理の場合

Ⅰ － 107 第7節　地盤改良工 3-2-7-9 2 固結工

スラリー撹拌工
「３次元計測技術を用い
た出来形管理要領（案）
第８編 固結工（スラ
リー撹拌工）・バーチカ
ルドレーン工編」による
管理の場合

Ⅰ － 107
諸基準類との整
合

現行（令和6年） 改訂版（令和7年）

編、章、節 頁 編、章、節 頁
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出来形管理基準及び規格値

改定理由
単位：mm 単位：mm

編 章 節 条 枝番 工 種 測　　定　　箇　　所 摘　要 編 章 節 条 枝番 工 種 測　　定　　箇　　所 摘　要

3-2-7-7 3-2-7-7

諸基準類との整合

3-2-7-8 3-2-7-8

諸基準類との整合

諸基準類との整合

全本数
計器管理にかえることができる。

サンドコンパクションパイル工におい
ては、「３次元計測技術を用いた出来
形管理要領（案）」の規定による測点
の管理方法を用いることができる。

８ 締固め改良工
（ サ ン ド コ ン パ ク
ションパイル工）

サンドドレーン、
袋詰式サンドドレー
ン、
サンドコンパクション
パイルの砂投入量

―

８

100本に1ヶ所。
100本以下は2ヶ所測定。1ヶ所に4本測
定。
ただし、ペーパードレーンの杭径は対
象外とする。

ペーパードレーン工においては、「３
次元計測技術を用いた出来形管理要領
（案）」の規定による測点の管理方法
を用いることができる。

※余長は、適用除外

杭径Ｄ 設計値以上 杭径Ｄ 設計値以上

打込長さｈ 設計値以上

全本数

打込長さｈ 設計値以上

全本数

サンドドレーン、
袋詰式サンドドレー
ン、
サンドコンパクション
パイルの砂投入量

―

全本数
計器管理にかえることができる。

バーチカルドレーン
工

（ サ ン ド ド レ ー ン
工）
（ペーパードレーン
工）
（ 袋 詰 式 サ ン ド ド
レーン工）

※余長は、適用除外

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

締固め改良工
（ サ ン ド コ ン パ ク
ションパイル工）

位置・間隔ｗ ±100

100本に1ヶ所。
100本以下は2ヶ所測定。1ヶ所に4本測
定。
ただし、ペーパードレーンの杭径は対
象外とする。

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

７

位置・間隔ｗ ±100

７ バーチカルドレーン
工

（ サ ン ド ド レ ー ン
工）
（ペーパードレーン
工）
（ 袋 詰 式 サ ン ド ド
レーン工）

Ｄ／8以内

全本数
施工履歴データから作成した杭芯位置
管理表により設計杭芯位置と施工した
杭芯位置との距離を確認
（掘起しによる実測確認は不要）

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

基準高▽ ０以上 杭芯位置管理表により基準高を確認

3-2-7-9

位置 Ｄ／8以内

改良長L 設計値以上

全本数
施工履歴データから作成した杭打設結
果表により確認
（残尺計測による確認は不要）

全本数
施工履歴データから作成した杭芯位置
管理表により設計杭芯位置と施工した
杭芯位置との距離を確認
（掘起しによる実測確認は不要）

杭径Ｄ 設計値以上
工事毎に1回
施工前の撹拌翼の寸法実測により確認
（掘起しによる実測確認は不要）

９ ２ 固結工

（スラリー撹拌工）

「３次元計測技術を
用いた出来形管理要
領（案） 第８編 固
結工（スラリー撹拌
工）・バーチカルド
レーン工編」による
管理の場合

固結工

（スラリー撹拌工）

「３次元計測技術を
用いた出来形管理要
領（案） 第８編 固
結工（スラリー撹拌
工）編」による管理
の場合

基準高▽ ０以上 杭芯位置管理表により基準高を確認

3-2-7-9

改良長L 設計値以上

全本数
施工履歴データから作成した杭打設結
果表により確認
（残尺計測による確認は不要）

杭径Ｄ 設計値以上
工事毎に1回
施工前の撹拌翼の寸法実測により確認
（掘起しによる実測確認は不要）

位置
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９ ２

現行（令和6年） 改訂版（令和7年）

測　定　項　目 規　格　値 測　　定　　基　　準 測　定　項　目 規　格　値 測　　定　　基　　準

G.L.

L

C.L.

ℓ1

ℓ2

G.L.

L

C.L.

ℓ1

ℓ2

ｈ

Ｗ

Ｗ

Ｗ Ｗ

ｈ

Ｗ

Ｗ

Ｗ Ｗ

Ⅰ−103
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